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薬・栄養の専門家として、今、社会から求められるものは、

ますます深く広くなってきています。

つまり、学部教育で習得した専門知識だけでは、

問題に対応するにはもはや十分でないと

言わざるを得ない現実が散見されるようになってきました。

本研究科では、充実した講義・演習・実習を通して、

より深く専門性を探求することはもちろん、

専門以外にも幅広い視野を持つ

バランスの取れた人間性の育成をめざします。

そして、創薬、食品開発、臨床、医療等

それぞれの現場において専門家として貢献できる、

そんな人材を養成していきます。

●創薬化学分野

●物性・物理化学分野

●生理活性・毒性分野

●薬剤学分野

創薬に携わる研究者、および医療分野で高度な問題

解決能力を有する専門技術者の養成を目的としていま

す。そのため専門知識ばかりでなく、同時に多くの状況

に適応可能な確固たる基礎知識の修得と、専門分野

以外の幅広い視野の育成をもめざした教育課程を配

備しています。なお、薬学専攻では、薬学部以外の学

部出身者も受け入れています。
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臨床薬物学分野

臨床生理化学分野

病院薬学分野

医薬品情報学分野

JOSAI UNIVERSITY 
Graduate School of Pharmaceutical Sciences 

医療に直接関係した薬の専門家である薬剤師の職能、

すなわち適正かつ安全な薬物療法の遂行等に関わる

基本的な知識・技能を、自ら高めることができる場を

提供します。医療の適正化と発展に寄与でき、医療人

としての高い専門知識と見識を持てるように、医療の

現場での学習に重点を置いています。就学には薬剤師

免許を有することが必要です。

「医療の中で活躍できる」「高度に機能を有する食品

を設計できる」「食毒性を回避した食事設計ができ

る」高度に専門的な職業人の養成を主たる目的として

います。チーム医療に主眼を置き、バイオサイエンスを

基盤とした食、薬、毒の生体作用を理解するための基

礎知識を修得し、疾病予防への応用、機能性食品の開

発に関わる能力の修得も視野に入れたカリキュラムを

配備しています。また、薬学部以外の学部出身者も受

け入れています。
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医療栄養分野

食品機能分野

生体防御・食毒性分野
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翠学専攻MasterCourse 

ァ人の院生に対して
三名の教員による指導体制を配備
薬学にかかわる医療分野で、高度な問題解決能力を発揮できる専門技

術者・研究者を養成することを目的としています。そのためには、専門知識

だけではなく、同時に多くの状況に対応できるように、確固たる基礎知識を

基盤として幅広い視野で専門以外の知識・技術も学ぶことが必要となりま

す。これを実現するために、1年次の前期に1、自分の専攻以外の2つの

分野で実習演習を行う「総合薬学演習」ま~魯床〇曝四農義を経験
する「病院実習」のいずれかを必修選択として履修した後に、自分点尊攻

する分野で修士論文研究を始めます。指導については、修士論文審査の

主査となる1名の教員だけが研究の指導にあたるという、従来力；lくの
大学で行われてきた閉鎖的な体制ではなく、主査と2名の副査が 院生

一人一人に対応する指導のためのチームを編成し、修士論

生薬学講座
創薬を指向する天然薬物に関する研究

臨床薬物科学講座
構造活性相関を中心とした薬物設計

薬品物理化学講座



履修の概要

特論科目講義・演習

総合薬学演習
病院実習

特論科目講義・演習
特別実験

特別実験

医療薬学専攻・医療栄養専攻の授業科目を選択履修することも可能です。

薬理学講座
各種消化器疾患の治療薬開発の
基礎的研究

生化学講座
細胞内ポリアミン親和性タンパク
の探索と機能解明

衛生化学講座
健康障害因子（遺伝子変異、摂取
食品成分の偏り 、薬毒物）による疾
病誘発の機構解析とその防御

毒性学講座
生体異物の体内動態および生体影
響の分子レベルでの解明
生体異物の毒性軽減法の開発

皮膚生理学講座
皮膚疾患の解析や化粧品の開発
のための、皮膚の脂質と構造に関す
る研究

機能性食品科学講座
機能性成分の生体機能に与える影
響と機能性食品の安全性・効能
評価に関する研究

分子免疫学講座
免疫調節活性をもつレクチンと糖鎖
の分子間相互作用に関する研究

栄養生理学講座
栄養素の供給を阻害することによ
る新規癌治療法の開発

薬剤学講座
剤形修飾による薬物体内動態の制御
物質の消化管吸収に及ぼす食品由来
成分の影響

4つの研究分野
薬学専攻には、次の4つの研究分野が設定されています。大学院生はこ

の4分野の中から、特定の分野を選択し、より高度な専門性を磨きます。

創薬学分野は、薬物の化学的性質および薬物の製造・開発に関する理解

を究めていく分野です。

物性・物理化学分野は、化学物質の各状態における挙動を理解する理

論などを探求する分野です。

生理活性・毒性分野は、薬物の生体適用に関する種々の生化学的、薬

理学的理解や毒性学的理解を究めていく分野です。

薬剤学分野は、最適な治療効果を得るための投与剤形の決定とそれを

支える理論を探求する分野です。

［分野 授業科目 ］ 

三
[~性・物理化学

三
『

薬剤学 I 

l_ ______'  

生薬学特論•特論演習

臨床薬物化学特論•特論演習

薬品物理化学特論•特論演習

薬理学特論•特論演習

生化学特論•特論演習

衛生化学特論•特論演習

皮膚生理学特論•特論演習

毒性学特論•特論演習

機能性食品科学特論•特論演習

分子免疫学特論•特論演習

栄養生理学特論•特論演習
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薬剤学特論•特論演習

薬学専攻修士課程修了後の進路
本学大学院薬学研究科薬学専攻博士前期課程（修士課程）修了者は、

さまざまな分野に進出し、高い評価を得ています。

製薬・化学企業

● 病院

薬局

その他

．＇進学

一

医
療
栄
養
学
専
攻
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生薬学講座
教授白瀧義明

助教田村雅史

本講座の主な研究テーマは植物に含まれるフラボノイド等のポリフ

ェノールについて抗酸化作用等の生理活性を検討しながらの成分研究

である。生活習慣病予防を目的として、和漢薬から新しい機能性食品

の開発も検討している。生薬・漢方に精通し、高度な問題解決能力を

有し、社会に要望される医療人の養成をめざす。

臨床薬物化学講座

教授齋藤節生

当講座では、抗癌剤の開発を構造ー活性相関から追究する。特に、

臨床で問題となっている多剤耐性を克服するための分子構築を、天然

物化合物をリード化合物として活性の発現、モジュレーターの開発、更

にはアポトーシス誘導のメカニズム解析などの甚礎的研究を行う。その

中で、医療現場で慟くことを目的とする学徒に医薬品の性質を理解

し、臨床で用いる医薬品はもとより漢方薬の適正使用を把握し、臨床

で活躍できる力をも養成する。

薬品物理化学講座

薬学専攻
Pharmaceutical Sciences and Technology,Master Course 

薬剤学講座
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教授従二和彦

薬物治療効果を最大限に引き出す目的で、薬物の投与方法・剤形デ

ザインを研究テーマにしている。①高機能を付与した微粒子製剤、②食

物・天然物由来成分が薬物や生理活性物質の体内動態に与える影響

の検討などを通して、合理的な製剤設計、医薬品適正使用に貢献しう

る知識・技能を修得することを教育・研究目標としている。



薬理学講座
教授

助教

谷覺

田中享

消化管は腹部内臓の大部分を占め、食物の摂取から消化吸収、排泄

に至る生命の根幹に関わる臓器であり、当教室では消化管作用薬に関

して研究を行う。現在は胃粘膜遊離細胞を用いた研究、ピロリ菌 (H.

pylori)の効果的除菌法の開発、胃腸障害を起こす薬物の検索など、

幅広く検討を行っている。

生化学講座
教授

准教授

幡
口
白

池 彦
晶

文

本講座では、細胞増殖因子であるポリアミンの生理的役割の解明、

ポリアミンの毒性発現に関する研究および新規プロテオーム解析法の

開発等に関する研究課題を扱う。動物、細胞、タンパク質、DNA等を

広範囲に扱った研究の遂行と結果発表を通して、未知の課題解決に対

するアプローチの方法及びプレゼンテ

ーション技術の修得をめざす。

栄養生理学講座

教授 沼崎 宗夫

当研究室は主に、①腫瘍血管新生の機序の解明、②癌の新規免疫

治療法の開発、③サイトカインのバイオロジに関する研究を行なってい

る。特に栄養素や酸素を獲得するために癌細胞が誘導する新生血管

の形成を阻害することで癌を治療する、新規抗血管新生療法を開発す

ることを目標としている。

衛生化学講座

生体障害因子を特定して未然にこれを封じ込めることを研究目標と

している。具体的な研究課題は、①脂質代謝異常 （高脂血症・肥満・脂

肪肝）の発症機序の解析と防御方法の開発、②薬毒物の代謝・体内

動態と食物成分との関連の解析、である。これらの研究を通して問題

解決能力を養うことを教育の目標としている。

毒性学講座

皮膚生理学講座

機能性食品科学講座

教授

助教

分子免疫学講座

准教授｀ 工藤

生体異物 （薬物・毒物）が生体に毒性を発現する機構を解明するこ

とを研究目標としている。

具体的には、①生体異物体内動態の解明、②毒性発現機構の解明、

③毒性の軽減法の開発、④脂質代謝異常の解析、を研究テーマとして

いる。研究を通じて、自ら問題提起を行いこれを解決する方法を提案で

きる能力を身に付ける。

教授

教授

准教授

鳴
崎
JI
山

橋本

田
旗

和

古

洋一

研

なをみ

フミ恵

本講座は日本の薬学部では唯一無二である。皮膚生理学は各種皮

膚疾患や薬物・化粧品等の皮膚に対する性質を理解する上で重要であ

る。特論・演習では皮膚、特に角層と表皮の構造、機能、病態等を解説

する。研究テーマとしては、角層と表皮の脂質と構造について評価し、

皮膚疾患の解析や化粧品の開発につなげていきたい。

裕
二
政

賢

食・薬中間領域の科学的評価の実践、すなわち伝統的な食品からハ

ーブ、また新開発食品にいたる素材あるいはそれらの成分について＜生

物有機化学的、細胞生理学的、分子生物学的手法を用い、生体機能

調節作用、体調調節作用、疾病リスク低減作用、安全性を含む食毒性

作用について解明、考察することを教育研究の目的とする。

教授 荒田 洋一郎

一

薬
学
専
攻

一
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療
薬
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一

医
療
栄
養
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専
攻

生体内の糖鎖構造を識別して結合するタンパク質であるレクチンは、

様々な機能をもつ。本講座では、レクチンの中でも多様な免疫調節活

性をもつガレクチンについて分子レベルで研究を行う。テーマは①架橋

試薬を用いたガレクチンリガンドの単離と同定、 ②アフィニティー技術

を用いたガレクチンの糖結合特異性解析などである。
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製剤学講座
各種疾病に対する合理的な薬物治療
設計および製剤開発に関する研究

臨床薬理学講座
医薬品開発における薬物の有効性と
安全性に関する薬理学的研究

臨床病態学講座
生活習慣病の発症・進展機序と薬物
治療法に関する研究

臨床や地域医療に貢献できる
コ・メディカルとしての自覚を持った薬剤師をめざす。

医 療
臨床生化学講座
脂質低下薬の薬効発現と細胞レベル
での影響

病原微生物学講座
細菌感染防御のための表層抗原の応
用と新規抗菌物質の検索

演習・病院薬局実習に
点をおいた構成

1年目は、問題指向型学習 (PBL)に基づく授業科目の履修と、病院と

薬局の医療現場での実務学習を行います。なおPBL授業では、教員から

の受動的一方向授業ではなく能動的双方向型をめざし、教員と2年目学生

によるチュートリアル学習を多用します。また、前期と後期にそれぞれ3ヶ月

程度の実務実習を配置し、大学での学習と医療現場での学習を相互に行

い、医療薬学の理論と実際に関して理解を深めるよう工夫しました。なお、

前期における実務実習では主に調剤を中心とし、薬局、病院のどちらでも

実習ができるようになっています。また、後期の実務実習では病棟実習な

ど臨床薬剤師としての知識・技能・態度の修得を目標としています。

2年目には、コミュニケーション能力の向上をめざして、学習することの

難しさ・大変さを体感するため1年次生のPBL学習に参加、実際に指導を

行う取り組みがあります。また、1年目に修得した医療現場での実務学習に

基づいてさらに調査研究等を行うなど、それぞれの学生に応じた教育プロ

グラムを用意しています。
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履修の概要

授業科目講義

総合医療薬学演習

病院・薬局実習

授業科目講義

病院・薬局実習
臨床体験実習

特別実験

薬粧品動態制御学講座
薬物の生体内動態の解析と投与計画
末病と健康に寄与する化粧品の有用
性評価

病院薬剤学講座
患者への安全かつ適正な薬剤投与シ
ステムの開発

薬物治療管理学講座
医療現場で活かせる薬物治療実践法
の構築

医薬品情報学講座
医薬品適正使用のための情報の評
価・利用・創生に関する研究

4つの研究分野
医療薬学専攻には、次の4つの研究分野が設定されています。大学院

生はこの4分野から特定分野を選択し、より高度な専門知識を磨きます。

臨床薬物学分野では、主に臨床で使用されている薬の薬理作用の発

現機構や様式の理解を通して、よりよい薬物療法を目指します。すでに医

師などとの共同研究も進められています。

臨床生理化学分野は、病気を生理学や生化学的に解明していく学問で

す。病気の原因や状態の理解はよりよい薬の開発に欠くことができないた

め、医師や実務薬剤師との共同研究が可能な分野です。

病院薬学分野では、薬の投与剤形や投与方法と薬の効果（薬効）の関

係、さらには、薬と薬、薬と栄養素などの間で引き起こされる相互作用など

を研究します。すでに実務薬剤師との共同研究が広範に進められています。

医薬品情報学分野では、薬の副作用や相互作用の管理などに対し、医

薬品情報を駆使した患者本位の服薬指導の確立を目指します。本分野も

実務薬剤師との共同研究などが進められています。

疾患を知るI(演習含む）

疾患を知るII(演習含む）

適正な薬物治療のためにI(演習含む）

適正な薬物治療のためにII(演習含む）

適切な投与設計のためにI(演習含む）

適切な投与設計のためにII(演習含む）

調剤とマネージメントI(演習含む）

調剤とマネージメント11(演習含む）

医薬品情報の収集、提供、評価を学ぶ（演習含む）

医薬品情報の理解を深める（演習含む）

患者との対話（演習含む）

薬局と社会（演習含む）

医療における栄養 （演習含む）

薬
学
専
攻

一

医
療
薬
学
専
攻

5.0% 

医療薬学専攻修士課程修了後の進路
本学大学院薬学研究科医療薬学専攻修士課程修了者は、

さまざまな分野に進出し、高い評価を得ています。

6.9% 

● 病院

薬局

製薬・化学企業 •• 進学

その他

一
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療
栄
養
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製剤学講座

教授夏目秀視

個々の患者に対して適正な薬物治療を行う上で、医薬品の有効性と

安全性を確保することは極めて重要である。これらの確保は、効果的に

薬物を生体内へ送達することによって成される。最先端の技術は薬物送

達システムと呼ばれ剤形工夫や投与方法も含まれる。本講座では、種々

疾患に対する標準的な薬物治療を学び、個々の患者に対する問題点を

抽出し課題を発掘すると共に、それに基づき患者に適した経鼻薬物送

達システムや経皮治療システムを実験研究的に作り上げていくことで、

適切な薬物治療を設計する能力を養成する。

臨床病態学講座

教授横田千津子

研究テーマは 、 実験動物及び、 培養細胞を用いて、①グルカゴン—スー

パーファミリーペプチドのインスリン分泌機構及び、肝糖新生に及ぼす

影響、食欲中枢に対する作用より、糖代謝に全般に及ぼす影響と、 ②

糖尿病、特にその重要な合併症である糖尿病腎症の発症・進展に関す

る病態の解明と薬物治療について、である。

講義・演習では①糖尿病・高血圧等の生活習慣病および、②代表的

な内分泌疾患について、症例呈示型学習形

臨床薬理学講座

教授荻原政彦

本講座の研究テーマには、初代培養肝実質細胞をモデル実験系とし

て、①サイトカインによる肝細胞増殖促進（抑制）作用に関するシグナル

伝達機構について、②肝細胞庇護薬の探索とその作用機構についてなど

がある。講義・演習では、主要な疾患 （症例）に対する標準的な薬物治療

法を学習し、それらに関する種々の問題点のエビデンスに碁づいた解決法

を、問題基盤型学習形式により修得する。これらの学習により、薬剤師

が、医療現場で適正な薬物治療に貢献していくための基本的な知識・技

能・態度が修得できることを目標としている。

態により討論し、病因・病態生理とその症

候、検査から、疾患の診断に至る過程につい

ての基礎的知識と、それに対する標準的な薬

物治療についての知識を修得する。
医療薬学専攻

臨床生化学講座

教授林秀徳

オルガネラの一つであるペルオキシ‘ノームの生理的意義や、病気と

の関係を解明している。ペルオキシソームはコレステロール合成はじ

め、胆汁酸やプラズマローゲン、ドリコールなどの合成を行っており、血

中の脂質レベルにも関係している。さらに、血清脂質低下薬投与でこの

ォルガネラが増殖し、この増殖が肥満の発症にも関係している。脂質

低下薬使用時に、動物実験では血清や肝臓その他の臓器でどのような

変化があるかを調べ、あるいは多数の患者さんの協力を得て血清脂質

をいろいろな条件で測定することによって生理的意義を解明したい。

Clinical Pharmacy,Master Course 

病原微生物学講座
教授近藤誠一

助教一色恭徳

病原微生物学の教育・研究目標は感染症の予防と治療にある。その

ためには、病原体の種類と感染経路、さらに感染成立から発症に至る

病原体と宿主側の要因について詳しく理解し、病原体の種類に応じて

適切な対処法を見出すことが重要である。本講座では、グラム陰性細

菌の病原因子である菌体表層多糖の化学的•免疫化学的性状を追究

し、それらのワクチンヘの応用を検討する。また、医療面への応用をめ

ざして天然物質中の抗菌活性成分の検索を進め、感染症の予防のた

めに生体防御と抗菌物質の両面からアプローチできる能力を培う。



薬粧品動態制御学講座

教授 杉林 堅次

薬物の投与剤形と投与方法を最適化するためには、薬物の体内動態

（吸収、分布、代謝、排泄）を把握することが必須である。特に、薬物

体内動態解析は薬物送達システムを利用した製剤の評価や薬物相互

作用の検討時に威力を発揮する。当研究室では、薬物の適用部位とし

ての皮膚に注目し、皮膚局所及び全身作用を目的とした薬物送達シス

テムについて、体内および皮内動態解析を用いて開発・評価している。

さらに、これらを応用したペプチドおよび治療薬を産生するp-DNAを

含有した製剤の皮膚を介した送達システムの構築をめざしている。

医薬品情報学講座

教授 小林

病院薬剤学講座

病院薬剤学講座では、眼内への薬物の有効なデリバリー法の開発、

医薬品試験のための人工膜の開発、軟膏剤の基剤効果の予測、薬物の

乳汁移行の予測、爪白癬治療のためのマニキュア製剤の開発、そして、

服薬指導や薬歴作成といった薬剤師業務が真に患者の役に立つ仕事

になるような研究を手がけている。医療現場では、与えられた環境の中

で、最善策を見つけることが常に要求される。薬剤学の基礎力を養うこ

とによって、これまで、医療の現場では解決に至っていない種々難問を

発掘し、解決の糸口を見つける能力が養成されると考えている。

薬物治療管理学講座

大介

医薬品清報学講座では、患者のために結果を残すことのできる薬剤師

業務を支援するために、副作用の予測、服薬指導の効果の測定法など

に関する研究を行っている。また、データマイニングなど種々の解析技

法を利用して、配置販売医薬品の使用実態の地域差と地域の死亡率、

罹患率との関係を調べ、疾患の初期シグナルとしての一般用医薬品の

使用動向について調べている。薬剤師が医療現場において貢献度を高

めるためには、自らの業務の研究が必須である。しかし、業務の研究に

関するノウ・ハウは十分に確立されていない。大学院生の学外実習を通

して現場薬剤師と協力し、ノウ・ハウの開発に努めたい。

教授

教授（兼担）

森本

森本

稚憲

稚憲

臨床における薬物治療は検証されることなく、漠然と行われている

ものが多く、そのため問題点を抱えているものが存在する。当研究室で

は、特に臨床現場で問題となっている事象を取り上げて、基礎的検証を

加え、実際に薬物治療に役立つ形として臨床に返すということを大き

なテーマとして、以下の研究について行う。

①整腸剤の腸管機能に及ぼす影響

②救急医学における輸液投与に関する研究

③貼付剤の適正な貼付部位の探索に関する研究

④プライマリケア薬剤師が実験可能なツールの作成に関する研究

⑤薬剤管理指導業務の推進と薬学的診断法の確立に関する研究

薬
学
専
攻

医
療
薬
学
専
攻

一
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薬、食、毒の生体作用を、遺伝情報の発現・制御（ゲノミックス）、タンバ

ク質機能の発現・制御（プロテオミックス）ならびに代謝物変動の制御（

タポノミックス）の情報に基づいて、物質によって引き起こされるものと

同列に議論することができる人材を育成することに主眼をおいてい

また、総合医療栄養学演習を全ての分野に共通の必修科目とした上

4参照）に則したカリキュラムを設置。さらに、柔軟な履修システムも用意し'

ました。つまり、将来活躍できる分野を想定し、そのために必要な知識・技

術を身につけるためのカリキュラム互履修科目の組み合わせによって大学

院生自身が独自に設定することが可能となっています。たとえば、提携病

院における実務実習を ・選択するこ贅忍 とにより医療スタッフとしての認識

が芽生える実務教育型コ、一え、基礎研究も．．． ~~科目を多く選択
まざまなコース

臨床栄養学講座
生活習慣病に対する各種栄養素の影響
メタボリ ック症候群の効果的な栄養

治療の確立

病態解析学講座
食品と各種病態との相互作用
食品成分によるタンパク質糖化への影響

薬物療法学講座
食品と医薬品の相互作用
栄養状態と医薬品の相互作用

食品・食品成分の生体機能修飾作用
の解明と評価
疾病予防、治療補助効果を有する食
品の設計と評価

分子栄養学講座
脂質代謝・骨代謝に及ぼす多価不飽
和脂肪酸・フラボノイドの分子機構

予防栄養学講座
一次予防のための栄養教育手法の開発
ポリアミン摂取を反映する生体指標
の探索



履修の概要

総合医療栄養学演習
自分の専攻する分野以外の
2分野に配置される講座を選択し、
他分野での研究課題、方法などを習得する

講義及び演習科目の履修

修士論文（実験研究）

講義及び演習科目の履修

修士論文（実験研究）

修士論文（実験研究）

病院・保険薬局実習 (l年後期から2年後期までの一定期間）

知ここ紐口:{CI 授業科目 J 

生体防御学講座
食毒性を原因とする身体の酸化スト
レス度評価
食毒性回避のための食品と医薬品の
評価

食毒性学講座
食品成分とその有害作用 （食毒性）
の評価
食毒性を制御する食品構成や薬物療
法の検討

細胞生理化学講座
食品成分による消化吸収の修飾
食品に由来する成分による毒性発現

臨床栄養学特論

臨床栄養学特論演習

病態解析学特論

病態解析学特論演習

薬物療法学特論

薬物療法学特論実習

チーム医療学特論

病院・保険薬局実習

食品機能学特論

食品機能学特論演習

分子栄養学特論

分子栄養学特論演習

予防栄養学特論

予防栄養学特論演習

機能性食品設計評価特論

食毒性学特論

食毒性学特論演習

生体防御学特論

生体防御学特論演習

細胞生理化学特論

細胞生理化学特論演習

医療生理統計学特論

一

薬
学
専
攻

一

医
療
薬
学
専
攻

3つの研究分野
医療栄養学専攻には、次の3つの研究分野が設定されています。大学

院生はこの3分野から特定分野を選択し、より高度な専門知識を磨きます。

医療栄養分野では、臨床薬学や臨床医学の知識と技術を修得し、薬と食

品の相互作用を念頭に置いた高度な栄養管理、栄養指導ができる人材の

育成をめざします。実務教育型講義を展開し、さらに問題志向型解決、チ

ーム医療そして患者心理に主眼を置いた内容の演習と実習を設定してい

ます。

食品機能分野では、薬学的（ならびに疾病予防の）視点から、食品また

は食品成分、栄養素が生体に与える影響について、分子生物学的、生理

生化学的あるいは疫学的手法を用いて解明できる能力の養成を目的とし

ます。また、これらの科学的研究成果に基づく栄養情報、食情報の適正な

取扱、有効な伝達方法について、医療的な視点から考察することができる

能力の養成をめざします。

生体防御・食毒性分野では、食品を生理学的、薬力学的、毒性学的に

評価し、これらがヒト恒常性に与える影響を分子のレベルで理解すること

を目的とします。ヒト遺伝情報から派生するタンパク質の機能発現を基盤

として、疾病の発症や栄養応答性の違いなど、ニュートリゲノミクスから得

られる情報を活用することで、食毒性を考慮した高度な栄養指導や新規

の機能性食品の開発を行うことが可能となります。

医療栄養学専攻修士課程修了後の進路
本学大学院薬学研究科医療栄養学専攻修士課程修了者は、

さまざまな分野に進出し、高い評価を得ています。

製薬・食品・化学企業

● 病院 大学教員

. 進学および公務員

薬局

一

医
療
栄
養
学
専
攻
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臨床栄養学講座

教授（兼担） 森本 稚憲

臨床栄養学の目的は傷病者の病態や栄養状態の特徴に基づく適切

な栄養管理である。また管理栄養士はチーム医療の一員として責任を

果たす必要がある。本講座は、糖尿病、高血圧、高脂血症、動脈硬化

症、肥満などの生活習慣病に対する効果的な栄養治療の確立を主な

研究テーマとする。動物実験または臨床研究と、その論文作成により、

科学的な手法、洞察力および論理を修得する。さらに、症例検討の過

程で、文献的考察やエビデンスについても加味し、これらの情報を生か

して最適な栄養治療を設計することにより、実践的な能力も高める。

病態解析学講座
教授小林順

助教内田博之

食と薬の相互作用が各種生活習慣病に及ぼす影響を科学し、研究

の眼を持った臨床管理栄養士と臨床の眼を持った栄養、薬学分野の

研究者を育てることが病態解析学講座のテーマである。症例中心のロ

ールプレイ形式の講義・演習を通して臨床現場を模擬体験しながらよ

りレベルの高い実践的管理栄養士の育成を行う。さら食物由来外因性

一酸化窒素のシグナル伝達物質としての作用と生活習慣病の本態であ

る血管病変との関連を調べ、臨床現場において食と薬の相互作用を意

識した栄養指導ヘフィードバyクできる研究を進めていく。

医療栄養学専攻
Master's Program in Clinical Dietetics and Human Nutrition 

食品機能学講座 教授（兼担） 和田 政裕

准教授真野博

講師清水純

食品ならびに食品成分の生体機能修飾作用の解明と疾病予防、治

療補助、健康増進に対する影響評価についての研究を実施し、薬物療

法と併用して行われる食事療法について、効果的な展開を期待できる

治療食や健康増進を目的とした薬膳などの食事設計の構築、メディカ

ルフーズや特殊形態食などの医療用食品の開発・設計について、教育

研究の目標としている。また、今日とくに問題となっている保健機能食

品や健康食品をはじめとする機能性食品の効能ならびに食毒性の評

価法や科学的判定について、実践的な教育研究を推進している。

分子栄養学講座
教授松本明世

講師金賢珠

分子栄養学は、栄養を分子細胞生物学の視点からアプローチし、体

質 （遺伝因子）に応じた個人レベルでの栄養療法を可能にして、健康に

役立てることを目的とするものである。本講座では、食習慣などの生活

習慣が深く関わる生活習慣病の一次および二次予防と治療法の確立

を目指している。分子細胞生理・生化学的手法やヒトを対象とした分

子遺伝医学・栄養学的手法を用いて研究し、栄養状態や栄養素の遺

伝子発現調節機能と共に、食習慣等の環境因子と遺伝因子 （遺伝子

多型）との相互作用について解明する力を養成する。

予防栄養学講座
教授岩瀬靖彦

助教 山王丸 （秋山）靖子

予防栄養学講座では人を対象とし、栄養状態や健康状態に関連した

研究を行っている。疫学的な手法を用いた調査研究では、健康意識と

実態との解明について取り組んでいる。一方、実験と疫学を融合した実

験疫学では、食品中の非栄養成分を定量分析し、食事からの摂取量を

把握し、生活習慣病との関連を検証することで、QOL向上のための食

事設計を提言する。全てのテーマが人を対象としていることから、コミュ

ニケーション能力とともに、得られた膨大なデータを処理するためのコ

ンピュータワークやプレゼンテーション能力を養成する。



薬物療法学講座
教授

准教授

津田

須永

整

克佳

生活習慣病の治療には、薬物療法と食事療法を併用する場合が多

い。食品または食品成分が医薬品の効果に影響を与える、あるいは医

薬品が食品成分の吸収に影響を与え、患者の栄養状態に影響を与える

ことがある。この医薬品ー食品相互作用が疾病治療にもたらす負の影

響を回避することは重要である。本講座では、医薬品と食品または食

品成分との相互作用の発現の有無と発現機構を薬理学、分子生物学、

薬物動態学的手法により解明することを研究テーマとし、相互作用の

実例を検証することにより、臨床で応用できる能力を養成する。

生体防御学講座
教授

助教

生体防御学講座では、免疫系と中枢神経系に及ぼす影響を指標とし

て、生体の恒常性維持に必須な食品成分の正と負の部分を明確にする

と共に、食品成分と医薬品の相互作用による負の部分を明らかにして、

生活習慣病の発症機序の解明と発症予防および治療法の確立をめざ

している。この目的のために、食品成分および医薬品が生体に及ぼす

作用を、分子のレベルで解析することをテーマとしている。講義・演習

では、生体防御機構としての免疫系と中枢神経系の慟きに注目して、

栄養学と薬学の融合による高度な知識と技能の修得を目標とする。

食毒性学講座

細胞生理化学講座

教授

講師

教授（兼担）

助教

日比野康英

岡崎真理

加園

角田
三

代

恵

伸

健常者にとっては無毒でありむしろ栄養を改善する食品やそのよう

に適切に設計された食事が、疾病状態、遺伝的変異、年齢、性差、薬

物服用などの特定の生理的背景を有する者には有害作用を示すことが

ある。これを「食毒性」と呼ぶ。本講座では、食事または食品が、それを

摂取する側の生理的状態と相互作用した結果、生体に有害な作用を示

すに至る過程を解析することによって、これらを「食毒性」として体系化

し、それによって食毒性を回避した食事設計・食品設計を可能にする能

力を養うことを教育・研究の目標としている。

白幡

杉田

薬
学
専
攻

一

医
療
薬
学
専
攻

刀口nn 

晶

義

一

医
療
栄
養
学
専
攻

本講座では、食品成分や薬物の消化吸収、組織への送達、代謝分

解、食品成分や薬物による生体分子の修飾などに焦点を当て、それら

を生理現象との関連から分子レベルで理解し、食品成分と薬物との未

知の相互作用やそれに伴う新たな作用を予測する能力を養うことを目

標とした研究課題を扱う。動物、細胞、タンパク質、 DNA等を広範囲に

扱った研究の遂行と結果発表を通して、末知の課題解決に対するアプ

口ーチの方法及びプレゼンテーション技術の修得をめざす。
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17 

3研究系11分野25講座で構成され、
相互に連携して特徴ある研究を展開する

博士後期課程

薬学専攻、医療薬学専攻、医療栄養学専攻修士課程の修了に沿っ

た形で、薬学研究科薬学専攻博士後期課程が用意されています。この

課程は、薬学研究系、医療薬学研究系および医療栄養学研究系の3研

究系に分かれており、その中に11分野が置かれ、25講座で構成されてい

ます。3研究系はそれぞれの特色と独自性を活かしつつも相互に連携し

て全体として特徴ある研究を展開しています。

博士後期課程では、希望する講座に所属して教員の指導のもとで博

士論文作成のための研究と演習を通して、幅広い視点から専門知識と

技術を磨き、これらを体系化して修得し、さらに高度な専門性をもって複

雑な問題を解決する能力を養います。この課程では、独立した研究者と

しで自ら研究テーマを掘り起こし、研究を展開することができ、後進の育

成を担当することができるようになることを目指します。博士後期課程は、

主として研究職や大学教員として活動することをめざす人のために設置

されている課程です。



I 研究分野 I 

創薬化学分野

物性・物理化学分野

生理活性・毒性分野

薬剤学分野

臨床薬物分野

----------I 

臨床生理化学分野 I 

医薬品情報分野

医療栄養分野

1 食品機能分野

I 生体防御・食毒性分野

I 研究内容 I 

薬物の基本的性質を理解し薬物製造を行う

化学物質の各状態における挙動を理解する

理論を探究する

.. 一
臨床薬物化学

生薬学

薬品物理化学

薬理学 機能性食品科学
薬物の生体適用に関する生化学的・薬理学 生化学 栄養生理学

的・毒性学的理解や研究を行う 衛生化学

最適な治療効果を得るための投与剤形の決

定とそれを支える理論を探究する

薬理作用の発現機構や様式を理解し、よい

よい薬物療法を探究する

疾病を生理化学的に研究する

投与剤形や投与方法と薬物の効果の関係、

薬物の相互作用を研究する

副作用や薬物の相互作用の管理に関する

研究を行う

疾病と栄養との関連、食品と医薬品の相互

作用について研究する

食品・食品成分が生体機能に与える作用に

ついて研究する

食品または食品成分、その組合せが生体に

与える負の効果を研究する

毒性学

薬剤学

製剤学

臨床薬理学

臨床生化学

病原微生物学

薬粧品動態制御学

病院薬剤学

医薬品情報学

病態解析学

薬物療法学

臨床栄養学

食品機能学

分子栄養学

生体防御学

食毒性学

細胞生理化学

18 



技術革新により大型化し精密化する計測器を

このセンターで効率よく整備し、運用・管理し

ています。ガスクロマトグラフ質量分析器、液体

クロマトグラフ質量分析器、核磁気共鳴装置、

単結晶四軸X線回折装置など約40機種を保

有しています。高度の測定技術を必要とする

装置には専任職員が測定に従事しています。

薬物の代謝、生体成分の代謝、化学反応機構

の解明などに放射性同位元素による標識を利

用する実験にはこの施設を使用します。また、

分子生物学的な手法を用いる研究によるこの

施設の使用頻度が増えています。
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医療薬学専攻の大学院生が調剤、製剤、TOM、

医薬品情報など実務研修のプレトレーニング

の演習・実習を行うための施設です。
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創立者の名を冠した蔵書数35万冊の総合図書

館です。薬学研究に必要な自然科学系学術誌

の充実はもちろんのこと、ChemicalAbstracts 

などの抄録誌を取り揃えています。また、総合

大学の利点を生かして、他分野の図書・雑誌を

大いに利用することができます。

両室には、コンピュータが計180台、カラー並び

に白黒レーザープリンターが設置されており、薬

学部学生並びに大学院生は、自由に使用する

ことができます。

らの受託研究・共同研究なども行っています。

バイオハザードを有する実験のP-2Bレベルまで

実験可能な感染動物飼育室も有しており、同

規模大学にはほとんど見られない水準の施設

です。
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学友館

（部室棟）

総合グラウンド

情報科学研究センター (2F~3F)
国際教育センター (4F)
生涯教育センター (4F)
語学教育センター (4F)

新食堂
食堂

清光会館

（本部）
3号館

_
 

EID ． 
弓道場

2号館（経済学部・経営学音

バスケット
コート
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I L 掲示I飯 , lilml 

I I -~ 「=l号館（理学部）
I I ~ ロ

学生駐輪場r----=--- ―― 機器分析センター

11 L 6号館（薬学部）• ・-- アイソトープ
• • -' -I - - - センター．． ．． 

.I. • 

（1薬6学号部館） 
I 10号館―生命科学(4研F~究6セFン)ター

水田記念図書館
水田美術館 7号館 18号館（薬学部）

一薬用植物園

河川敷グラウンド

ラグピー

ソフトポール

16号館［研究室配置］

学生駐車場
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学部

交通案内

1)東武越生線「川角」 （かわかど）駅下車。徒歩10分

2)関越自動車道「鶴ケ島インターチェンジ」より車で20分

3) JR八高線「高麗川」 （こまがわ）駅よりシャトルバスで15分

4)東武東上線「坂戸」駅よりシャトルバス （女子学生専用）で30分

※学生用駐車場完備。

願書請求・問い合わせ先

〒350-0295埼玉県坂戸市けやき台1-1

入試部入試課：TEL.049-271-7711 FAX.049-286-4477 

薬学部事務室：TEL.049-271-7729 

http://www.josai.ac.jp 


